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土地所有者の立会いのもと、隣接土地との境界

を確認します。境界確認後に、事業予定用地に必

要な土地の範囲を現地に示します。この境界をも

とに、事業予定用地の面積を算出します。 

 事業予定用地内にある建物や工作物（門扉な

ど）、立木等の移転に要する費用の算定資料とす

るために、県が補償コンサルタントに委託して、

建物等の構造、材質、数量等の調査を行います。 

 所有される用地ごとに、土地の価格を算定しま

す。また、上記の調査から、建物等の移転に要す

る費用を算定します。 

 土地所有者及び関係権利者等と土地買収代金や

建物等移転補償金、移転時期等についての交渉を

行います。 

 交渉協議の成立したのち、土地所有者及び関係

権利者等と個別に契約を締結します。 

 契約の締結後、建物等移転補償金の約７割を前

金でお支払いします。なお、土地買収代金は、県

への移転登記完了後、一括でお支払いします。 

 建物等の補償物件の除却をしていただきます。

除却後は、県が現地を確認させていただきます。 

 補償物件の除却後、建物等移転補償金の残額

（約３割）をお支払いします。 

 


